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中学校第３学年社会科　単元「近代都市が生み出した大衆文化」
１　教材・教具
[image: image3.emf]　　　【箱膳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ちゃぶ台】


２　特色　－なぜ、子どもたちの「ときめき」につながり、その気になるのか－
　子どもたちに身近な「もの」から、時代の変化や特色を考察することができる教材である。
各班を一つの家族に見立て、食事をしている場面を想定しつつ話し合いを進めることができ、子どもたちがその気になりながら学習を進めることができる。

	
	箱膳
	ちゃぶ台

	メニュー等
	小皿料理、和食、銘々で食事をとる
	大皿料理、鍋料理、和洋折衷、一斉で食事

	価値観、
家族構成
	家長制度、家族内身分、不衛生
大家族（多人数に対応）
	一家団らん、小家族。衛生的
小家族


３　使い方　－子どもたちのどのような学びをどのように引き出すのか－
　子どもたちが箱膳とちゃぶ台でそれぞれ食事をする場面を想定し、多様な視点から考察し、その違いを発見することで、近世と近現代の変化を具体的に実感させることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　子どもの反応
　箱膳を近世の象徴、ちゃぶ台を近代化の象徴として教材化したことにより、子どもたちは生き生きと話し合い、考察することができていた。↓【ある生徒の本時のまとめ】

（文責　○○立○○中学校　北堀　宏）
例（案）





展開時に、子どもをその気にさせる教材・教具の工夫


ペア・小集団での課題解決を充実させる実践








蓋のついた四角いお膳。中に１人分の食器が入る。飯椀と汁椀、小皿、箸が収まる。家族一人一人に箱膳があり、父の箱膳、母の箱膳、子どもの箱膳と決まっていた。








円形の食卓。食卓としての使用が基本だが、机や作業台としても利用される。囲んで食事をし、勉強机として利用され、母親が裁縫をする台としても使われた。





【学習課題】「大正～昭和初期、『箱膳』にかわり『ちゃぶ台』が普及したのはなぜか？」


(1)　各班（4名）の一人ひとりを家族に見立て、祖父母、父母、中学生、の立場で、箱膳で食事をしている場合とちゃぶ台を使用しいてる場面を想定し話し合う。


(2)　箱膳とちゃぶ台、それぞれの良さと問題点が話し合いの根拠となるように、ワークシートにまとめ、その結果をホワイトボードに明記する。


(3)　班で考えたことを班ごとに発表し、全体で比較したり関連付けさせたりする。


(4)　大正～昭和初期の生活の変化と大衆文化の成長についてまとめる。
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